
令和４年度 第１２回 猿投台地域会議 会議録 
 

日時 ：令和５年３月１６日（木）午後７時～午後８時 

場所 ：猿投台交流館 多目的ホール 

出席者：地域会議委員：１９人  欠席者：１人（藤井 修） 

会 長 宇野 晃 

副会長 中根和成 

委 員 生田隆広  池ヶ谷精二  伊藤昌明  大岩 近   岡本正巳 

近藤鈴男  須藤尊久    塚田芳司  丹羽知恵子  原田千枝美 

 伴 耕治  藤中佐織   堀 正明  守能信次   山口五郎   

山本義弘  𠮷橋一典    

事務局 猿投支所  勝野二徹   広瀬 智  古橋芳輝 

オブザーバー 猿投台交流館 兼子雅彦 

傍聴人：なし 

 

次第  

１ 豊田市民の誓い（黙読） 

２ 会長あいさつ 

３ 新たな提言に向けた取組について 

４ 事務連絡 

  

議事等（要約） 

３ 新たな提言に向けた取組について 

（１）提言書イメージの提示 

内容：方針 1‐1、2‐3 について、これまでの意見等を踏まえた提言書イメージ及びこ

れまでの会議で考えていただいたアイデアや交通安全防犯課より説明を受けた

取組等に対する、行政、地域の役割のイメージを提示した。 

  この上で、各グループでの意見交換を行い、どちらの課題に絞るべきかを挙手

していただいた。 

結論 

方針 1‐1：「お年寄りから子どもまで交流できるまちづくりの実施」   １０人 

方針 2‐3：「交通事故のない安全・安心な歩行環境のあるまちづくりの実施」９人 

委員意見 

 委員：今回、結論を出さなくてはいけないのか。交通安全対策も重要だと考える。 

１０対９対の意見であれば、どちらかに絞るのではなく、それを次年度に引き継

ぐのはいかがか。 

 委員：令和４年度の地域会議としての方向性を出すことが必要と考える。 

 支所：今後は提言をまとめて、実現するための計画を作り、予算計上となる。そのた

めには、優先順位を決めることが必要と事務局は考えている。今回の意見を

じっくり考えていく方向性もあるが、令和 6 年度計画へのスケジュールを考え

ると難しい。 



 委員：現状では、何が困っていて、何が必要かの議論が薄いと思う。この点を深める

必要があるのではないか。 

会長：交通安全運動は、自治区が主体となって行うものと考える。 

支所：今回の結果をもって、交通安全対策を課題と考えないのではなく、会議として

は交通安全対策も重要である認識は変わらない。ただ、２つの課題の方向性は

大きく異なるので、提言案の優先度は決定していきたいと考えている。 

委員：年度内で結論をださず、継続審議でどうか。 

 委員：本日の議論で選択をして、１つ絞るべきと日であるべきと思います。 

したがって、結論としては方針１―１とする。ただし、意見が均衡している旨 

を付帯意見とすることを提案する。 

    

最終的に、どちらかに絞ることはせず、最後の委員からの提案のとおり、挙手の結果は

１つの結論とし、かつ、交通安全対策は重要であるとの認識はもって来年度の会議を進

めていくことを検討することで終了した。 

 

4  事務連絡 

・退任委員へのお礼状の贈呈 

 ・次回の会議について 

日 時：令和５年４月２０日（木）午後７時から 

場 所：猿投台交流館 多目的ホール 

   内 容：地域自治システム等の説明 


